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　This study developed the Secure Attachment Figure and Style Questionnaire (SAFS), which is a self-completion 
questionnaire based on the Attachment Style Interview (ASI) created by Bifulco et al. (1998) and examined its 
validity and reliability. The questionnaire research, targeted for university students, was conducted thrice: The first and 
third examined the test-retest reliability of SAFS, and the second time consisted of ECR-RS to examine concurrent 
validity. In terms of validity, the first and second matching data (N = 186) were used. The score of attachment security 
in SAFS was negatively correlated to avoidance in ECR-RS and showed no correlation with the anxiety-supporting 
hypothesis. Regarding attachment styles, some sex-based differences were observed, which partially supported the 
hypothesis. Regarding women, all styles of SAFS, except “fearful”, showed a consistent relationship with ECR-
RS. Regarding the fearful style, we confirmed the conceptual difference between SAFS and ECR-RS. In terms of 
reliability, the first and third matching data (N = 112) were used. We confirmed more than moderate agreement in the 
security score and attachment styles by calculating Spearman’s rank-correlation coefficient and Cohen’s K.



















研究結果も得られている（Hazan & Shaver, 1987 
; Fraley & Davis, 1997）。Steinberg et al. （1986）











Ainsworth, Blehar, Waters, & Wall（1978）は
Bowlbyが提唱した理論を受け, ストレンジ・シ
チュエーション法（Strange Situation Procedure以






ある。Ainsworth et al.（1978）はSSPにより, 母子











ト面接（Adult Attachment Interview以下, AAIとす
る）（Main & Goldwin, 1984）をはじめとする研
究の流れである。この流れにおける測定法の大き
な特徴として, 子ども時代の報告に基づいた測定



















るということである（Fraley & Shaver, 2000）。














et al. , 1998)
ASI（Bifulco,
et al, 1998） SAFS
AAI（Main &   
Goldwin, 1984）
質問紙 質問紙 面接法 質問紙 面接法
2 次元 4 分類 2 次元 4 分類 5 分類 5 分類 4 分類
安定型 安定型 安心型 安心型 安定型






怒り - 拒否型 拒否（回避）型





















以下, ASIとする）（Bifulco, Brown, Lillie, Ball, & 
Moran, 1998）はこの社会心理学の流れにある半
構造化面接法のアタッチメント測定法である。
Bifulco, Moran, Ball, & Bernazzani（2002a）は, う
つ病の発症因子とアタッチメントについて検討
した先行研究（Murphy & Bates, 1997; Mickelson et 






































































型, 恐れ型, 怒り-拒否型, 引っ込み型を13分類で同
定することができる（Bifulco & Thomas, 2013 吉
田他監訳 2017）。
Bifulco, et al（2002a）およびBifulco, Moran, 













けた（Bifulco, et al, 2002a）。また, うつ病発症因
子として非安心型アタッチメント・スタイル, サ
ポートを与えてくれる親密な他者の欠如, 幼少期








































ある質問紙法として, Brennan, Clark, & Shaver 
（1 9 9 8）  による ,  親密な対人関係体験尺度
（Experiences in Close Relationships inventory 以







































ることができるExperience in Close Relationships-
Relationship Structure（以下ECR-RSとする）






















































































型, 恐れ型がそれぞれ, ECR-RSの安心型, とらわれ












19.1歳（SD = 1.21, 年齢幅は18-26歳）, 男性が19.3
歳（SD = 1.55, 年齢幅は18-26歳）, 女性が19.1歳












（Secure Attachment Figure and Style 
Questionnaire以下, SAFSとする）の作成過程
SAFSは著者の1人がASI-Jの評価マニュアル













をしている, または, 月に一度以上, その人だけに
読める形のメールやSNSで, 気持ちも含めて個人
的な話をしている）」,（b）「私は, 自分にとっ





















係性であるかを9項目（父, 母, きょうだい, 子ど











型, 怒り‐拒否型, 安心型の5つであり, それぞれ
の特徴はASI-Jの第2相における態度尺度の基準を

































































点について, 男性の平均値は2.2（SD = 1.25, 中央
値2.0, 最小値1.0, 最大値4.0）, 女性の平均値は2.0
（SD = 1.07, 中央値2.0, 最小値 1.0, 最大値4.0）で
あった。男女差を検討するために, Mann-Whitney
のU検定を行ったところ, 有意な男女差は見られ
なかった（p = .25 , ns）。次に, 性別とSAFSによ
るアタッチメント・スタイルについて, χ 2検定
を行った。クロス集計表および残差分析の結果
をTable 2に示した。χ2検定の結果, χ 2（4） = 






とらわれ 9 (-0.47) 32 (-0.47) 41
引っ込み 13 (2.15*) 20 (-2.15*) 33
恐れ 17 (-1.21) 66 (-1.21) 83
怒り - 拒否 4 (2.03*) 3 (-2.03*) 7
安心 3 (-1.28) 19 (-1.28) 22
合計 46 140 186




































q9. 私は , 人に個人的なことを相談する。（R） 0.838 -0.087
q2. 私は , たいてい人に自分の問題や心配事を話す。（R） 0.745 -0.115
q8. 私は , 簡単に人に頼ることができる。（R） 0.719 0.137
q3. 必要なときは人に頼り助けてもらうことができる。（R） 0.713 0.057
q7. 私は , 人に心を開くことを心地よく感じない。 0.505 0.062
見捨てられ不安（α =.81）
q4. 人が私のことを本当は大切に思っていないのかもしれないと , たびたび心配になる。 -0.036 0.891
q1. 私は , 人に見捨てられるのではないかと不安に思う。 0.007 0.715








値は4.3（SD = 1.46, 中央値4.3, 最小値 1.0, 最大値
7.0）であった。ECR-RSの正規性を確認するため
に, Shapiro-Wilk検定を行ったところ, 親密性回避






















回避得点の間に, 女性ではr = -.28 （p < .01）と弱









た。男性の結果は, χ2（12） = 12.28 （ns） だっ













中で, ECR-RSの安心型の人は有意に多く, 拒絶型, 
恐れ型の人は有意に少なかった。
Table 4







親密性回避 .47** - -.28** -
見捨てられ不安 .11 .03 -.06 .15 †
注）**p  < .01, † p  < .10。
Table 5




拒絶 安心 とらわれ 恐れ
SAFS
とらわれ 1 3 3 2 9
引っ込み 4 5 2 2 13
恐れ 5 4 3 5 17
怒り - 拒否 1 0 2 1 4
安心 0 3 0 0 3















き, 男女別にχ2検定を行った。男性はχ 2（16） 






て, 調整済み残差は男性で2.23 - 3.91の値, 女性で
は2.81 - 6.13の値をとり, いずれも1%から5%水準
Table 6
女性の SAFS と ECR-RS におけるアタッチメント・スタイルのクロス集計表と残差分析結果
ECR-RS
合計
拒絶 安心 とらわれ 恐れ
SAFS
とらわれ 0 (-2.80**) 9 (-0.19) 23 (5.19**) 0 (-3.31**) 32
引っ込み 7 (2.54**) 5 (-0.48) 3 (-1.92) 5 (-0.49) 20
恐れ 15 (2.19*) 11 (-3.05**) 17 (-1.79) 22 (3.53**) 65
怒り - 拒否 0 (-0.76) 1 (-0.15) 0 (-1.25) 2 (1.97*) 3
安心 0 (-2.03*) 15 (5.09**) 4 (-1.27) 0 (-2.41*) 19
合計 22 41 47 29 139











とらわれ 4 (3.19**) 0 (-1.61) 0 (-1.12) 0 (-0.76) 1 (-0.05) 5
引っ込み 0 (-1.81) 6 (3.91**) 0 (-1.41) 0 (-0.95) 1 (-0.51) 7
恐れ 2 (-0.54) 1 (-0.78) 3 (2.53*) 0 (-0.85) 0 (-1.45) 6
怒り - 拒否 0 (-0.85) 0 (-0.95) 1 (-1.32) 2 (2.23*) 0 (-0.76) 3
安心 0 (-1.26) 0 (-1.41) 0 (-0.98) 1 (-1.32) 3 (2.92**) 4
合計　 6 7 4 2 5 24






























































とらわれ 11 (5.10**) 1 (-0.62) 3 (-2.61) 0 (-0.91) 0 (-1.54) 15
引っ込み 1 (-0.61) 3 (2.81**) 1 (-1.99) 2 (-3.4) 0 (-0.98) 7
恐れ 2 (-3.61) 2 (-1.50) 31 (6.13**) 0 (-1.77) 1 (-2.25) 36
怒り - 拒否 0 (-0.56) 0 (-0.36) 0 (-1.01) 1 (4.83**) 0 (-0.36) 1
安心 3 (-0.05) 2 (-0.54) 1 (-3.37) 0 (-0.83) 7 (5.42**) 13
合計　 17 8 36 3 8 72


























































































































































17歳時点において, 6-17歳を対象としたHazan & 
Zeifman（1994）の結果と比べ, 大学生を対象と
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